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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

日本航空株式会社所属ボーイング式７４７－１００Ａ型ＪＡ８１１５は、昭和６３ 

年１０月２２日、同社の７２便として新東京国際空港からホノルル国際空港に向けて 

飛行中、北緯３２度西経１７８度付近の公海上空において、０３時１５分（日本標準 

時、以下同じ）ごろ、旅客１名が死亡した。

１．２　航空事故調査の概要

1.2.1　事故の通知及び調査組織

航空事故調査委員会は、昭和６３年１０月２２日、運輸大臣から事故発生の通報 

を受け、当該事故の調査を担当する主管調査官を指名した。

1.2.2　調査の実施時期

昭和６３年１１月１７日 事実調査



２　認定した事実及び
事実を認定した理由

ＪＡ８１１５は、昭和６３年１０月２１日２２時１１分、旅客２６８名（幼児１名 

及び便乗乗務員３２名を含む。）及び乗員１９名（運航乗務員３名及び客室乗務員１６ 

名）が搭乗して新東京国際空港を離陸し、ホノルル国際空港に向けて高度３９，０００ 

フィートで飛行中、２２日０３時１０分ごろ、就寝中の男性旅客１名（６９歳）が、 

同乗の家族からの呼びかけに応答がなく、手が冷たく脈も確認できない状態となった。

このため直ちに同機内に乗り合わせた医師に助力を求めたが、０３時１５分ごろ同 

医師により当該旅客が死亡していることが確認された。

乗客の遺体は、同機が０４時４０分（ホノルル時間１０月２１日０９時４０分）ホ 

ノルル国際空港に着陸後、検疫所の医師により再度死亡が確認された。

ハワイ州保険局発行の死亡証明書によれば、死亡の原因は冠動脈硬化症と推定され 

ている。

３　原因

本事故は、搭乗していた旅客の冠動脈硬化症による死亡であると推定される。


